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本稿は「ドイツにおけるイタリア簿記の再生」と題する論文の後段である。前段は本誌

（『商学論集』（西南学院大学），５３巻３・４号）に，中段は本誌（『商学論集』（西南学院大学），

５４巻１号）に公表したところである。複式簿記としては，ドイツに再生されることによって，

イタリア簿記は，はたして展開されたか，展開されたのはどこかについて，１５７０年に

Gamersfelder, Sebastianによって出版された印刷本『イタリアの技法に拠る二様の帳簿での

簿記』を解明して，筆者なりの卑見を披瀝することにしたい。

２．帳簿締切

さて，帳簿締切についてである。企業の開始日は４月１日，決算日は１２月３０

日。ところが，翌期の開始日は翌年の４月１日。したがって，１年間の「年度

決算」は採用されないまでも，反復的な決算，定期的な決算が意識されるのか

もしれない65）。「決算日」と翌期の「開始日」について，Gamersfelderは表現

する。「１２月３０日に元帳を締切って，その後，４月１日になって初めて再開，

商業を開始して営業，新たな帳簿を開始するものと誤解してはならない。とに

かく，商人は，日々，営業するのであって，その後に，帳簿または計算を締切

ると，直ちに新しい帳簿に記録することを開始するのである」66）と。

ドイツにおけるイタリア簿記の再生（Ⅲ）
－Gamersfelder, Sebastian１５７０年－

掃 方　　　久

――――――――――――
65）参照，白井佐敏著；『会計思想史序説』，白桃書房１９８０年，１３９頁。
66）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.２０R（Hauptbuch）.
なお，丁数が打たれてないので，筆者が便宜的に，「元帳」の末丁の裏側から打った
丁数，２０Blattの右側の面Rechteと表現する。
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事実，帳簿締切までに，実際に勘定が締切られるのは，まずは，（１）勘定の

余白がなくなって，新しい勘定に振替えられる場合だけである。企業の決算前

に，都度，実際に勘定が締切られる。さらに，（２）商品が完売されて，Ｘ商品，

Ｙ商品に区別する商品勘定が締切られる場合であるが，企業の決算前に，都度，

実際に勘定が締切られることはない。帳簿締切として，企業の決算時に，実際

に勘定が締切られる。もちろん，帳簿締切として，実際に勘定が締切られるの

は，最後に，（３）帳簿全体が更新されて，企業の決算時に，新しい帳簿に振替

えられて，翌期に繰越される場合である。

まずは，（１）勘定の余白がなくなると，新しい勘定に振替えられる。

Gamersfelderは表現する。現金勘定については，「ある勘定の余白がなくな

って，残高（Rest）を余白のある帳面（ raumes Bladt）に振替える

（hinfür tragen）場合に，収入と支出，この両面を合計する。『借方（債務者）』

が見出されるなら，したがって，左手の側の合計が大きいなら，右手の側，

この項目の下の行に残高を記録して，帳簿の見開き，両面に大きいほうの合

計を記録しなさい。そうすることによって，両面の計算が締切られることに

なる。彼（現金）がまだ，どれくらい負うべき（＝私に借りている）か

（Wie viel er noch schüldig）は，右手の側に記録して，帳簿のすべての項

目の末尾，余白のある帳面の左手の側に振替えなさい。さらに，余白のなくな

った帳面に戻って，この『借方（債務者）』をどこに振替えたかを記録しな

さい」29）と。

これに対して，余白のなくなった債務勘定については，「『貸方（債権者）』

が見出されるなら，したがって，右手の側の合計が大きいなら，左手の側，こ

の項目の下の行に残高を記録して，帳簿の見開き，両面に大きいほうの合計を

記録しなさい。彼がまだ，どれくらい持つべき（＝私に貸している）か（Wie

viel er noch haben sol）は，左手の側に記録して，帳簿の末尾の帳面，右手の

側に振替えなさい。『借方（債務者）』が記録されると同様に，『貸方（債権者）』

を記録しなさい」29）と。

そこで，Gamersfelderは表現する。たとえば，現金勘定の余白がなくなる

と，「現金残高」を計算して，現金勘定（丁数１）の貸方の面に記録するのは，
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「現金は貸方（現金は持つべし＝私に貸している）（Cassa barschafft sol

haben）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「同月同日。借方 これ自体。ここから振替（Ditto. Für sich selber hinfür

getragen）」67），

新しい現金勘定（丁数１７）の借方の面に記録するのは，

「現金は借方（現金は支払うべし＝私に借りている）。１０月２７日。貸方 これ自

体。ここに振替（Cassa barschafft sol. Adi２７Octobris. An sich selber

herfür getragen）」68）と。

これに対して，たとえば，債務勘定である債権者Ｈ勘定の余白がなくなると，

「債務残高」を計算して，債権者Ｈ勘定（丁数３）の借方の面に記録するのは，

「債権者Ｈは借方（彼は支払うべし＝私に借りている）（Hans Hofer sol）」は冒

頭に記録されるので，これを省略して，

「１１月２日。貸方 これ自体。ここから振替（Adi ２ Nouembris. An sich sel-

ber hinfür getragen）」69），

新しい債権者Ｈ勘定（丁数１７）の貸方の面に記録するのは，

「債権者Ｈは貸方（彼は持つべし＝私に貸している）。１１月２日。借方 これ自

体。ここに振替（Hans Hofer sol haben. Adi ２ Nouembris. Für sich selber

herfür getragen）」68）と。

もちろん，振替えられると，現金勘定（丁数１）でも，債権者Ｈ勘定（丁数

３）でも，借方の面と貸方の面の合計が判明しないので，両面に「合計」を記

録して，借方の面と貸方の面を均衡して締切られる。

しかし，いずれにしても，Gamersfelderの例示する仕訳帳には記録される

ことがない。したがって，仕訳帳から元帳に転記されることはない。余白のな

くなった現金勘定から新しい現金勘定に，余白のなくなった債権者Ｈ勘定から
――――――――――――
67）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１R（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１Blattの右側の面Rechteと表現する。

68）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１７L（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１７Blattの左側の面Linkeと表現する。

69）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.３L（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，３Blattの左側の面Linkeと表現する。
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新しい債権者Ｈ勘定に直接に振替えられる。

ところが，余白のなくなった商品勘定については，Gamersfelderは表現す

る。「商品を余白のある帳面に振替えるには，商品が完売されているか，完売

されていないなら，商品がまだ，どれくらい売残っているか（Wie viel noch

vnuerkaufft ist）を調査しなさい。同様に，その取得原価は，どれくらいか

（Wie viel sie kostet）を調査しなさい。この商品は，右手の側に記録して，帳

簿の余白がある帳面の左手の側に振替えなさい」29）と。

したがって，商品勘定の余白がなくなると，商品が完売されていないなら，

「期末棚卸」と同様に，帳簿棚卸ではあるが，「振替棚卸」とでもいうべき期中

棚卸が導入される。Ｘ商品，Ｙ商品に区別する商品勘定の貸方の面に，「売残

商品」である繰越商品の商品残高を追加，記録することによって，新しい商品

勘定に振替えられる。さらに，余白のなくなった商品勘定は，「振替日までの

口別損益」である商品売買益または商品売買損を計算して締切られる。商品売

買益または商品売買損が振替えられるのは，「振替日」。振替えられる帳簿（丁

数６）の冒頭，左側，借方の面に「損益は借方（損益は支払うべし＝私に借り

ている）（Gewinn vnd Verlust sol）」，右側，貸方の面には「損益は貸方（損益

は持つべし＝私に貸している）（Gewin vnd Verlust sol haben）」と記録して

開設されるので，振替えられるのは「損益勘定」（Gewinn- und Verlustkonto）

であるにちがいない。

そこで，Gamersfelderは表現する。たとえば，ライ麦勘定の余白がなくな

ると，「商品残高」を計算して，ライ麦勘定（丁数２）の貸方の面に追加，記

録するのは，「ライ麦は貸方（ライ麦は持つべし＝私に貸している）（Roggen

sol haben）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「１１月２日。借方 これ自体。ここから振替（Adi ２ Nouembris. Für sich sel-

ber hinfür getragen）」31），

新しいライ麦勘定（丁数１７）の借方の面に記録するのは，

「ライ麦は借方（ライ麦は支払うべし＝私に借りている）。１１月２日。貸方 こ

れ自体。ここに振替（Roggen sol. Adi ２ Nouembris. An sich selber herfür

getragen）」68）と。



―53 ―ドイツにおけるイタリア簿記の再生（Ⅲ）

そうすることによって，「振替日までの商品売買益」が計算されると，ライ

麦勘定（丁数２）の借方の面に記録するのは，「ライ麦は借方（ライ麦は支払

うべし＝私に借りている）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「１１月２日。貸方 損益（Adi ２Nouembris. An Gewin vnd Verlust）」30）。

損益勘定（丁数６）の貸方の面に記録するのは，「損益は貸方（損益は持つべ

し＝私に貸している）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「１１月２日。借方 ライ麦（Adi ２Nouembris. Für Roggen）」70）と。

もちろん，振替えられると，ライ麦勘定（丁数２）では，借方の面と貸方の

面の合計が判明しないので，両面に「合計」を記録して，借方の面と貸方の面

を均衡して締切られる。

しかし，これまた，Gamersfelderの例示する仕訳帳には記録されることが

ない。したがって，仕訳帳から元帳に転記されることはない。余白のなくなっ

た商品勘定から新しい商品勘定に，さらに，損益勘定にも直接に振替えられ

る。

さらに，（２）商品が完売されると，Gamersfelderは表現する。「商品を余白の

ある帳面に振替えるには，商品が完売されているか」，したがって，「商品が完

売されているなら，（余白のある帳面に）振替える必要はなく，両面を合計し

て，商品がまだ，どれくらい負うべき（＝私に借りている）か（Wie viel die

Wahr schüldig），商品がまだ，どれくらい持つべき（＝私に貸している）か

（Wie viel sie haben sol），この項目の下の行に残高（差額）を記録して，両面

に大きいほうの合計を記録しなさい。『借方（債務者）』が『貸方（債権者）』

よりも大きいなら，損失を被っている（verloren）わけで，商品（勘定）の右

手の側に損失（Schaden）を記録しなさい。損益（勘定）には，左手の側に振

替えなさい。これに対して，商品について，『貸方（債権者）』が『借方（債務

者）』よりも大きいなら，利益を得ている（gewonnen）わけで，したがって，

――――――――――――
70）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.６R（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，６Blattの右側の面Rechteと表現する。
鯡勘定（丁数５）では，完売日は７月１５日。しかし，振替日は完売日ではなく，決算日
の１２月３０日である。
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この項目の下の行に残高（差額）を記録して，両面に大きいほうの合計を記録

しなさい。商品（勘定）の利益（Nutz）を左手の側に記録しなさい。それから，

損益（勘定）には，右手の側に振替えなさい。手形，冒険貸借，冒険売買など，

いずれであろうとも，同様である」71）と。

したがって，商品勘定の余白がなくなっても，余白がなくならなくても，商

品が完売されるなら，Ｘ商品，Ｙ商品に区別する商品勘定は「口別損益」であ

る商品売買益または商品売買損を計算して締切られる。しかし，商品売買益ま

たは商品売買損が振替えられるのは，「決算日」，企業の決算時である。「完売

日」ではない。企業の決算前に，都度，締切られることはない。帳簿全体が更

新されるために，新しい帳簿に振替えられて，翌期に繰越される場合と同様に，

企業の決算時に，実際に勘定が締切られる。

そこで，Gamersfelderは表現する。たとえば，鯡が完売されて，「商品売買

益」が計算されると，鯡勘定（丁数５）の借方の面に記録するのは，「鯡は借

方（鯡は支払うべし＝私に借りている）（Hering sol）」は冒頭に記録されるの

で，これを省略して，

「１２月３０日。貸方 損益（Adi３０Decembris. An Gewin vnd Verlust）」33）。

損益勘定（丁数６）の貸方の面に記録するのは，「損益は貸方（損益は持つべ

し＝私に貸している）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「同月同日。借方 鯡（Ditto. Für Hering）」70）と。

もちろん，振替えられると，鯡勘定（丁数５）では，借方の面と貸方の面の

合計が判明しないので，両面に「合計」を記録して，借方の面と貸方の面を均

衡して締切られる。

しかし，これまた，Gamersfelderの例示する仕訳帳には記録されることが

ない。したがって，仕訳帳から元帳に転記されることはない。商品勘定から損

益勘定に直接に振替えられる。

最後に，（３）帳簿全体が更新されるために，新しい帳簿に振替えられて，翌
――――――――――――
71）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１３Rf（Jornal）.   二重括弧および括弧内は筆者。
なお，丁数が打たれてないので，筆者が便宜的に，「仕訳帳」の末丁の裏側から打った
丁数，１３Blattの右側の面Rechteから１４Blattの左側の面Linkeと表現する。
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期に繰越される。Gamersfelderは表現する。「帳簿を締切ることによって，自

己のすべての商業，したがって，売残商品，債権と債務，現金，それに，どれ

くらい利益を得たか，どれくらい損失を被ったかを調査して，認識しようとす

る（du deinen gantzen handel sehen（deine vnuerkauffte wahre / deine

Schüldners vnd Gegenschüldners / dein bahr Geld / wie viel du gewonnen

oder verloren）vnd wissen wilt）場合に，帳簿の最初から，順次，すでに学

習したように，売残商品，債権と債務について，帳簿のすべての項目の末尾に

振替えなさい」72）と。

ところが，更新される商品勘定については，Gamersfelder自身，「売残商品，

これ以外に自己が保有するものは，丁数１９に記録するように，『借方（債務者）』，

左手の側に記録しなさい」72）と表現するだけで，全く解説してはいない。想像

するに，余白がなくなって，新しい勘定に振替えられる場合，さらに，余白が

なくなっても，余白がなくならなくても，商品が完売されると，商品勘定に計

算される商品売買益または商品売買損が損益勘定に振替えられる場合と同様で

あるからかもしれない。しかし，余白がなくなった勘定のように，新しい勘定

に直接に振替えられるのではない。丁数１９の「帳簿を締切るために」と記録す

る帳面に振替えられる。この振替えられる帳簿（丁数１９）の冒頭，左側，借方

の面に「この帳簿を締切るために，借方（残高は支払うべし＝私に借りている）。

１２月３０日。貸方 これ自体。商品，土地，債権および現金のように，本日，私

が保有するものをここに振替。以下のとおり（Zubeschliessen diß Buch sol.

Adi３０Decembris.  An sich selber herfür getragen / das ich auff Datto ver-

handen habe / Als da ist an Wahren / liegenden Gründen / Schulden vnd

bahrem gelt / Als folget）」，右側，貸方の面には「この帳簿を締切るために，

貸方（残高は持つべし＝私に貸している）。１２月３０日。借方 これ自体。本日，

私が保有する資本金，さらに，私が支払いを負う債務をここに振替。以下のと

おり（Zubeschliessen diß Buch sol haben. Adi３０Decembris.  Für sich sel-

――――――――――――
72）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１４L（Jornal）.  二重括弧および括弧内は筆者。
なお，丁数が打たれてないので，筆者が便宜的に，「仕訳帳」の末丁の裏側から打った
丁数，１４Blattの左側の面Linkeと表現する。
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ber herfür getragen / man Haubtgut / das ich auff Dato habe / Mehr

Schulden die ich zalen  sol / wie volget）と記録して開設されるので，振替え

られるのは「残高勘定」（Bilanzkonto）であるにちがいない。

そこで，Gamersfelderは表現する。たとえば，既述のように，余白がなく

なって，ライ麦勘定（丁数２）から振替えられたのだが，ライ麦は完売されて

いないので，「商品残高」を追加，記録するために，ライ麦勘定（丁数１７）の

貸方の面に記録するのは，「ライ麦は貸方（ライ麦は持つべし＝私に貸してい

る）（Roggen sol haben）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「１２月３０日。借方 これ自体。この計算を締切るために，ここから振替（Adi３０

Decembris.  Für sich selber hinfür getragen zubeschliessen diese

Rechnung）」68），

残高勘定（丁数１９）の借方の面に記録するのは，

「この帳簿を締切るために，借方（残高は支払うべし＝私に借りている）」は冒

頭に記録されるので，これを省略して，

「同月同日。貸方 ライ麦（Ditto. An Roggen）」73）と。

そうすることによって，「振替日からの商品売買益」が計算されると，ライ

麦勘定（丁数１７）の借方の面に記録するのは，「ライ麦は借方（ライ麦は支払

うべし＝私に借りている）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「１２月３０日。貸方 損益」68）。

損益勘定（丁数６）の貸方の面に記録するのは，「損益は貸方（損益は持つべ

し＝私に貸している）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「同月同日。借方 ライ麦（Ditto. Für Roggen）」70）と。

これに対して，小麦は完売されていないで，「期間の口別損益」である「商

品売買損」が計算されても同様。「商品残高」を追加，記録するために，小麦

勘定（丁数１１）の貸方の面に記録するのは，「小麦は貸方（小麦は持つべし＝

私に貸している）（Weitze sol haben）」は冒頭に記録されるので，これを省略

して，
――――――――――――
73）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１９R（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１９Blattの右側の面Rechteと表現する。
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「１２月３０日。借方 これ自体。帳簿を締切るために，ここから振替（Adi３０

Decembris. Für sich selber hinfür getragen zubeschliessen diß Buch）」74），

残高勘定（丁数１９）の借方の面に記録するのは，

「この帳簿を締切るために，借方（残高は支払うべし＝私に借りている）」は冒

頭に記録されるので，これを省略して，

「同月同日。貸方 小麦（Ditto. An Weitzen）」73）と。

そうすることによって，「商品売買損」が計算されると，小麦勘定（丁数１１）

の貸方の面に記録するのは，「小麦は貸方（小麦は持つべし＝私に貸している）」

は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「１２月３０日。借方 損益（Adi３０Decembris. Für Gewin vnd Verlust）」75）。

損益勘定（丁数６）の借方の面に記録するのは，「損益は借方（損益は支払う

べし＝私に借りている）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「１２月３０日。貸方 小麦（Adi３０Dezember. An Weytzen）」76）と。

もちろん，振替えられると，ライ麦勘定（丁数１７）でも，小麦勘定（丁数１１）

でも，借方の面と貸方の面の合計が判明しないので，両面に「合計」を記録し

て，借方の面と貸方の面を均衡して締切られる。

しかし，いずれにしても，これまた，Gamersfelderの例示する仕訳帳には

記録されることがない。したがって，仕訳帳から元帳に転記されることはない。

商品勘定から残高勘定に，さらに，損益勘定にも直接に振替えられる。

ところが，「随時棚卸」とでもいうべき期中棚卸ではあるが，「実地棚卸」が

導入される。小麦勘定（丁数１１）の貸方の面には「目方不足を発見」（habe

befunden・・・vntermaß）75）と記録して，「棚卸減耗損」が認識されるからであ

る。１１月１２日の取引事象として，小麦の１９ラスト５４シェツフェルを売上げたの

に対して，６シェツフェルの目方不足を発見した旨が記録されるのである。こ
――――――――――――
74）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１１L（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１１Blattの左側の面Linkeと表現する。

75）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１１R（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１１Blattの右側の面Rechteと表現する。

76）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.６L（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，６Blattの左側の面Linkeと表現する。
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の目方不足こそは棚卸減耗損であるにちがいない。図９を参照。

しかし，目方不足が認識されるにしても，棚卸減耗損が損益勘定の借方の面

に記録されることはない。仕入れた小麦の目方は１０９１─２ラスト（＝２０ラスト＋４８

ラスト＋４１１─２ラスト），１ラストは６０シェツフェルとして計算すると，１０９ラス

ト３０シェツフェル。売上げた小麦の目方は９０ラスト５４シェツフェル（＝４８ラス

ト＋２３ラスト＋１９ラスト５４シェツフェル）。したがって，帳簿棚卸によって計算

すると，商品残高の目方は１８ラスト３６シェツフェル（１０９ラスト３０シェツフェ

ル－９０ラスト５４シェツフェル）と記録されるはずであるが，小麦勘定（丁数１１）

に記録される商品残高の目方は，１１月１２日の取引事象として発見された目方不

足の６シェツフェルが控除されて，１８ラスト３０シェツフェル，したがって，１８１─２ラ

ストと記録されるので，実地棚卸によって計算していることになる。企業の決

算時に，商品残高が棚卸減耗損だけ控除されて，商品勘定の貸方の面に追加，

記録することによって，残高勘定（丁数１９）に振替えられると，小麦勘定（丁

数１１）には，棚卸減耗損の加算される「商品売買損」を計算して，損益勘定の

借方の面に振替えられる。これに対して，Ｘ商品，Ｙ商品に区別する商品勘定

に，棚卸減耗損を補槽しうるだけの商品売買益が計算されるとしたら，棚卸減

耗損だけ控除された「商品売買益」が損益勘定の貸方の面に振替えられるはず

である。

したがって，企業の決算時に，売残商品が棚卸減耗損だけ控除されて，商品

勘定の貸方の面に追加，記録されることでは，「期末棚卸」であるのかもしれ

ない。商品残高が「評量」して「評価」されてこそ，実地棚卸によって記録さ

れたことになるのなら，Gamersfelderの例示する商品勘定では，取得原価で

「評価」するにしても，商品残高を「評量」することによって，「棚卸減耗損」

だけ控除されることでは，期末棚卸としての実地棚卸が導入されたことになる

のかもしれない。

事実，小麦勘定（丁数１１）について，Balg, Hugoは表現する。「このように，

G a m e r s f e l d e rは，営業期間の締切時に，まだ保有する商品を買入価格

（Einkaufspreise）で記録しながら，元帳からは，『実地棚卸』（Inventur）を

提示する。損益勘定と資本金勘定を除いて，元帳のすべての勘定を締切ったと
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ころで，実際には，すべての勘定から実地棚卸の項目（Inventurposten）を抽

出して，それから，この項目を残高勘定に振替えたところで，Gamersfelder

によっては，残高勘定が完成するのである」77）と。

しかし，実地棚卸が導入されるにしても，随時棚卸，あくまで「期中棚卸」

ではなかろうか。棚卸減耗損である目方不足を「評量」して認識されるのは，

企業の決算前，「売上日」であって，企業の決算時ではないからである。「決算

日」に「評価」して記録されただけである。

ところが，随時棚卸とでもいうべき期中棚卸にしても，期末棚卸にしても，

実地棚卸が導入されると，商品残高は棚卸減耗損だけ控除されて，Ｘ商品，Ｙ

商品に区別する商品勘定の貸方の面に追加，記録されるので，「棚卸減耗損」

と商品売買益または商品売買損が，商品勘定にも，損益勘定にも，混在して計

算されるしかない。図２４を参照。

――――――――――――
77）Balg, Hugo; a. a. O., S.２２２.  二重括弧は筆者。
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図２４

それでは，「棚卸減耗損」と商品売買益または商品売買損が区分して計算され

るとしたら，どうであろうか。商品残高は棚卸減耗損だけ控除されて，商品勘定

の貸方の面に，相手勘定は「損益」と記録されると同時に，損益勘定の借方の面

に，相手勘定は「商品」と記録される。したがって，控除された商品残高につい

ては，商品勘定の貸方の面に追加，記録して，残高勘定の借方の面に振替えられ

る。そうすることによって，商品勘定に計算される「期間の口別損益」である商

品売買益については，商品勘定の借方の面に計算して，損益勘定の貸方の面に振
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替えられる。商品売買損については，商品勘定の貸方の面に計算して，損益勘定

の借方の面に振替えられる。したがって，商品勘定にも，損益勘定にも，「棚卸

減耗損」と商品売買益または商品売買損が区分して記録される。図２５を参照。

図２５

商品売買損を計算 

商品売買益を計算 

仕　入 

繰越商品 

売　上 

（商品売買益） 繰越商品 

売　上 

残　高 

仕　入 

（商品売買損） 損　益 

残　高 

損　益 

Ｘ商品 
（商品売買益） 

Ｘ商品 
（棚卸減耗損） 

Ｙ商品 
（棚卸減耗損） 

Ｙ商品 
（商品売買損） 

Ｘ商品 

Ｙ商品 

損　益 

損　益 

Ｘ商品勘定 Ｙ商品勘定 

損益勘定 残高勘定 

＝ 

＝ 



―62 ― ドイツにおけるイタリア簿記の再生（Ⅲ）

さらに，更新される債権勘定および債務勘定についてである。Gamersfelder

は表現する。「彼が支払うべき（＝私に借りている）債権（債務者）は，順次，

左手の側に，彼が持つべき（＝私に貸している）債務（債権者）は，順次，右手

の側に，丁数１８に記録されるように表現して振替えなさい」72）。そうすることに

よって，「彼は支払うべき（＝私に借りている）債権（債務者）の合計も，『帳

簿を締切るために』と記録する帳面の左手の側に，これに対して，彼が持つべ

き（＝私に貸している）債務（債権者）の合計は，『帳簿を締切るために』と

記録する帳面の右手の側に振替えなさい」72）と。

したがって，債権残高と債務残高は残高勘定（丁数１９）に振替えられるのだ

が，まずは，丁数１８の「債務者・債権者」と記録する帳面に振替えられる。こ

の振替えられる帳簿（丁数１８）の冒頭，左側，借方の面に「債務者は借方（債

務者は支払うべし＝私に借りている）。１２月３０日。貸方 これ自体。この帳簿を

締切るために，彼が負うているものを総括して，各人をここに振替

（Schuldner sollen.  Adi３０Decembris.  An sich selber herfür getragen

zubeschliessen diß Buch / einen jeden in sonderheit wie viel er schuldig

ist）」，右側，貸方の面には「債権者は貸方（債権者は持つべし＝私に貸してい

る）。１２月３０日。借方 これ自体。この帳簿を締切るために，私が負うているも

のを総括して，各人をここから振替（Schldner sollen haben.  Adi３０

Decembris. Für sie selber herfür getragen zubeschliessen diß Buch / einen

jeden in sonderheit / dem ich schüldig bin）」と記録して開設されるので，振

替えられるのは「債務者・債権者」を集合する「総括勘定」（Sammelkonto /

Gruppenkonto），「債権・債務の総括勘定」であるにちがいない。

そこで，Gamersfelderは表現する。たとえば，「債権残高」が振替えられて，

債権勘定である債務者Ｌ勘定（丁数４）の貸方の面に記録するのは，「債務者

Ｌは貸方（彼は持つべし＝私に貸している）（Lucas Strobel bürger in

Marienburg sol haben）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「同月３０日。借方 これ自体。この計算を締切るために，ここから振替（３０

Ditto.  Für sich selber hinfür getragen zubeschliessen diese rechnung）」78），
――――――――――――
78）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.４R（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，４Blattの右側の面Rechteと表現する。
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債権・債務の総括勘定（丁数１８）の借方の面に記録するのは，

「債務者は借方（債務者は支払うべし＝私に借りている）」は冒頭に記録される

ので，これを省略して，

「同月同日。貸方 債務者Ｌ（Ditto. An Lucas Strobel）」79）と。

さらに，「債権合計」が振替えられて，債権・債務の総括勘定（丁数１８）の

貸方の面に記録するのは，「債務者は貸方（債務者は持つべし＝私に貸してい

る）。１２月３０日。これ自体。この帳簿を締切るために，合計をここから振替

（Schuldner sollen haben. Adi３０Decembris.  Für sie selber hinfür getragen

zubeschliessen diß Buch / in Summa）」80），

残高勘定（丁数１９）の借方の面に記録するのは，「この帳簿を締切るために，

借方（残高は支払うべし＝私に借りている）」は冒頭に記録されるので，これ

を省略して，

「同月同日。貸方 債務者（Ditto. An Schuldnern）」81）と。

これに対して，たとえば，「債務残高」が振替えられて，債務勘定である債

権者Ｃ勘定（丁数３）の借方の面に記録するのは，「債権者Ｃは借方（彼は支

払うべし＝私に借りている）（Christoff Schönawer soll）」は冒頭に記録され

るので，これを省略して，

「１２月３０日。貸方 これ自体。この帳簿を締切るために，ここから振替（Adi３０

Decembris.  An sich selber hinfür getragen zubeschliessen dis Buch）」69），

債権・債務の総括勘定（丁数１８）の貸方の面に記録するのは，

「債権者は貸方（債権者は持つべし＝私に貸している）」は冒頭に記録されるの

で，これを省略して，

「同月同日。借方 債権者Ｃ（Ditto.  Für Christoff Schönawer）」80）と。

さらに，「債務合計」が振替えられて，債権・債務の総括勘定（丁数１８）の
――――――――――――
79）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１８L（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１８Blattの左側の面Linkeと表現する。

80）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１８R（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１８Blattの右側の面Rechteと表現する。

81）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１９L（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１９Blattの左側の面Linkeと表現する。
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借方の面に記録するのは，

「債権者は借方（債権者は支払うべし＝私に借りている）。１２月３０日。貸方 これ

自体。この帳簿を締切るために，合計をここから振替（Schuldner sollen.  Adi

３０Decembris.  An sie selber hinfür getragen zubeschliessen diß Buch / in

Summa）」79），

残高勘定（丁数１９）の貸方の面に記録するのは，「この帳簿を締切るために，

貸方（残高は持つべし＝私に貸している）」は冒頭に記録されるので，これを

省略して，

「同月同日。借方 債権者（Ditto.  Für Schuldner）」73）と。

もちろん，振替えられると，債務者Ｌ勘定（丁数４），債権者Ｃ勘定（丁数

３）では，借方の面と貸方の面の合計が判明しないので，両面に「合計」を記

録して，借方の面と貸方の面を均衡して締切られる。

しかし，いずれにしても，これまた，Gamersfelderの例示する仕訳帳には

記録されることがない。したがって，仕訳帳から元帳に転記されることはない。

債務者Ｌ勘定，債権者Ｃ勘定から債権・債務の総括勘定に，債権・債務の総括

勘定から残高勘定に直接に振替えられる。

本来，債権勘定は，債務者Ａ，債務者Ｂを記録する人名勘定である。同様に，

債務勘定は，債権者Ｃ，債権者Ｄを記録する人名勘定である。Gamersfelder

によって出版される印刷本では，「総括勘定」は債務者も債権者も集合する

「債権・債務の総括勘定」である。人名勘定として記録される債務者Ａ，債務

者Ｂの「債権残高」が「債権・債務の総括勘定」（丁数１８）の借方の面に振替

えられて，「債権合計」を計算。債権合計は「債権・債務の総括勘定」（丁数１８）

の貸方の面に記録して，「残高勘定」（丁数１９）の借方の面に振替えられる。同

様に，人名勘定として記録される債権者Ｃ，債権者Ｄの「債務残高」が「債

権・債務の総括勘定」（丁数１８）の貸方の面に振替えられて，「債務合計」を計

算。債務合計は「債権・債務の総括勘定」（丁数１８）の借方の面に記録して，

「残高勘定」（丁数１９）の貸方の面に振替えられる。図２６を参照。
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図２６

債務者Ａ勘定 丁数４ 

債権・債務 
の総括 

債権・債務 
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債権・債務 
の総括 

債権・債務 
の総括 

債権・債務 
の総括 債権・債務 

の総括 

債権者Ｃ勘定 丁数３ 

債　務 

債　務 債　権 
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＝ 

債務者Ｂ勘定 

＝ 

債務者Ａ 債権者Ｃ 

債権者Ｄ 

残　高 

債権・債務の総括勘定 丁数１８ 

債務者Ｂ 

残　高 

＝ 

債権者Ｄ勘定 

＝ 

＝ 

残高勘定 丁数１９ 
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これに対して，Schweickerによって出版される印刷本でも，すでに，「総括

勘定」に振替えられるのだが，債務者だけを集合する「債権の総括勘定」と，

債権者だけを集合する「債務の総括勘定」である82）。人名勘定として記録され

る債務者Ａ，債務者Ｂの「債権残高」が「債権の総括勘定」（丁数２４）に振替

えられて，「債権合計」を計算。債権合計は「債権の総括勘定」（丁数２４）の貸

方に記録して，「残高勘定」（丁数２５）の借方の面に振替えられる。同様に，人

名勘定として記録される債権者Ｃ，債権者Ｄの「債務残高」が「債務の総括勘

定」（丁数２５）に振替えられて，「債務合計」を計算。債務合計は「債務の総括

勘定」（丁数２５）の借方に記録して，「残高勘定」（丁数２５）の貸方の面に振替え

られる。したがって，１本の総括勘定に「債権合計」と「債務合計」を計算し

て，残高勘定に振替えられるということでは，Gamersfelderによって出版さ

れる印刷本でヨリ簡易化されたことになるのかもしれない。

しかし，「総括勘定」に振替えられるのが，なぜかについては，Schweicker

も，G a m e r s f e l d e rも，全く解説してはいないので，想像するしかない。

Schweickerによって出版される印刷本では，債権の総括勘定に振替えられる

のは２２名の債務者，債務の総括勘定に振替えられるのは１２名の債権者である。

これに対して，Gamersfelderによって出版される印刷本では，債権・債務の

総括勘定に振替えられるのは１６名の債務者と９名の債権者である。いずれにし

ても，これだけの債務者と債権者が振替えられるともなると，Gamersfelder

自身，表現したように，「帳簿を締切ることによって，自己のすべての商業」，

たとえば，「債権と債務」を「調査して，認識しようとする」には，「債権合計」

と「債務合計」を計算して振替えられたほうが概観しうるようになるというこ

とではなかろうか。

事実，Penndorfは表現する。「Schweickerは，個々の人名勘定の残高を『総

――――――――――――
82）Vgl., Schweicker, Wolffgang; a. a. O., Bl.２４/２５（Haubtbuch）.
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，２４Blattの両側の面と２５Blattの両側の面と表
現する。
参照，拙稿；「ドイツ簿記とイタリア簿記の交渉」，『商学論集』（西南学院大学），５１巻
１号，２００４年７月，１９頁。
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括勘定』である債務者勘定，債権者勘定に集合する。そうすることは，帳簿を

締切る場合の予備手続きであったし，そうすることによって，残高勘定は概観

しうるようになった」83）。しかし，「Schweickerに倣っているGamersfelderを

除いては，このような記録は見出されない」83）と。

さらに，更新される現金勘定については，Gamersfelder自身，「現金もまた

同様に，収入と支出を合計，どれくらい保有するか，右手の側に記録して，

『帳簿を締切るために』と記録する帳面の左手の側に振替えなさい」73）と表現す

る。したがって，余白のなくなった現金勘定から振替えられると同様ではある

が，振替えられるのは残高勘定（丁数１９）である。

そこで，Gamersfelderは表現する。たとえば，現金勘定が更新されると，

「現金残高」を計算して，現金勘定（丁数１７）の貸方の面に記録するのは，「現

金は貸方（現金は持つべし＝私に貸している）」は冒頭に記録されるので，こ

れを省略して，

「同月同日。借方 これ自体。この帳簿を締切るために，ここから振替（Ditto.

Für sich selber hinfür getragen zubeschliessen diß Buch）」68），

残高勘定（丁数１９）の借方の面に記録するのは，

「この帳簿を締切るために，借方（残高は支払うべし＝私に借りている）」は冒

頭に記録されるので，これを省略して，

「同月同日。貸方 現金（Ditto.  An Cassa）」81）と。

もちろん，振替えられると，現金勘定（丁数１７）では，借方の面と貸方の面

の合計が判明しないので，両面に「合計」を記録して，借方の面と貸方の面を

均衡して締切られる。

しかし，これまた，Gamersfelderの例示する仕訳帳には記録されることが

ない。したがって，仕訳帳から元帳に転記されることはない。現金勘定から残

高勘定に直接に振替えられる。

ところで，「損益勘定」についてである。Gamersfelder自身，例示するよう

に，利益（収益）および損失（費用）について，特別の勘定が開設されるかぎ

――――――――――――
83）Penndorf, Balduin; a. a. O., S.１３０.   二重括弧は筆者。
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りでは，最終的に損益勘定に集合される。「決算日」，企業の決算時に損益勘定

に振替えられて，特別の勘定は締切られるのである。受取家賃勘定，諸掛り経

費勘定が，それである。

そこで，Gamersfelderは表現する。たとえば，「家賃残高」が計算されると，

受取家賃勘定（丁数１０）の借方の面に記録するのは，

「受取家賃は借方（家賃は支払うべし＝私に借りている）。１２月３０日。貸方 損

益（Haußzins sol.  Adi３０Decembris.  An Gewin vnd Verlust）」84），

損益勘定（丁数６）の貸方の面に記録するのは，「損益は貸方（損益は持つべ

し＝私に貸している）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「同月同日。借方 受取家賃（Ditto.  Für Haußzins）」70）と。

これに対して，「諸掛り経費残高」が計算されると，諸掛り経費勘定（丁数１８）

の貸方の面に記録するのは，

「諸掛り経費は貸方（諸掛り経費は持つべし＝私に貸している）。１２月３０日。借

方 損益（Vnkost sol haben.  Adi３０Decembris.  Für Gewin vnd Verlust）」80），

損益勘定（丁数６）の借方の面に記録するのは，「損益は借方（損益は支払う

べし＝私に借りている）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「同月同日。貸方 諸掛り経費（Ditto.  An Vnkost）」76）と。

もちろん，受取家賃勘定（丁数１０）でも，諸掛り経費勘定（丁数１８）でも，

借方の面と貸方の面の合計は判明するので，両面に「合計」を記録することな

く，借方の面と貸方の面を均衡して締切られる。

しかし，いずれにしても，これまた，Gamersfelderの例示する仕訳帳には

記録されることがない。したがって，仕訳帳から元帳に転記されることはない。

受取家賃勘定，諸掛り経費勘定から損益勘定に直接に振替えられる。

ところが，利益（収益）および損失（費用）について，特別の勘定が開設さ

れないかぎりでは，直接に損益勘定に記録されるしかない。最終的に損益勘定

に集合されることはなく，したがって，振替えられることはなく，企業の決算

――――――――――――
84）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O.,, Bl.１０L（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１０Blattの左側の面Linkeと表現する。
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前に，都度，損益勘定に記録される。既述のように，特殊な商品売買，委託販

売としての「アントワープへの航海」では，積送されるライ麦と蜜蝋が目的地

に到着して，仲立人に引渡されるなら，航海勘定（丁数１０）は締切られてしま

う。したがって，仲立人が引渡された小麦を売上げて，諸掛り経費と手数料を

控除して，仕切書を送付すると，仲立人を「債務者」にして，「委託販売益」

が発生するが，航海勘定（丁数１０）には記録されようもないので，直接に損益

勘定に記録されるしかない。図１５を参照。

そこで，Gamersfelderは表現する。たとえば，企業の決算前，仕切書の

「到達日」，１２月２９日の取引事象として，仕訳帳に「債務者Ｈは借方‖貸方 損

益」85）と記録する。元帳に転記して，債務者Ｈ勘定（丁数１０）の借方の面

に記録するのは，「債務者Ｈは借方（彼は支払うべし＝私に借りている）

（Hans Summermarckt sol）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「１２月２９日。貸方 損益（２９Decembris.  An Gewin vnd Verlust）」84），

損益勘定（丁数６）の貸方の面に記録するのは，「損益は貸方（損益は持つべ

し＝私に貸している）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「同月２９日。借方 債務者Ｈ（２９Ditto.  Für Hans Summermarckt）」70）と。

さらに，「手数料」，「利息」を受取るにしても，支払うにしても，特別の勘

定が開設されないかぎりでは，直接に損益勘定に記録されるしかない。最終的

に損益勘定に集合されることはなく，したがって，振替えられることはなく，

企業の決算前に，都度，損益勘定に記録される。

そこで，Gamersfelderは表現する。たとえば，企業の決算前，手数料の

「受取日」，４月６日の取引事象として，仕訳帳に「現金は借方‖貸方 損益」32）

と記録する。元帳に転記して，現金勘定（丁数１）の借方の面に記録するのは，

「現金は借方（現金は支払うべし＝私に借りている））」は冒頭に記録されるの

で，これを省略して，

「同月同日。貸方 損益（Ditto.  An Gewin vnd Verlust）」86），
――――――――――――
85）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１２L（Jornal）.
なお，「仕訳帳」に打たれた丁数を使用して，１２Blattの左側の面Linkeと表現する。

86）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１L（Hauptbuch）.   括弧内は筆者。
なお，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１Blattの左側の面Linkeと表現する。
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損益勘定（丁数６）の貸方の面に記録するのは，「損益は貸方（損益は持つべ

し＝私に貸している）。４月６日。借方 現金（Gewin vnd Verlust sol haben.

Adi ６ April.  Für Cassa）」70）と。

したがって，振替えられる商品売買益または商品売買損はもちろん，利益

（収益）および損失（費用）が直接に記録される損益勘定には，「期間損益」で

ある純利益または純損失が計算される。期間利益または期間損失が計算される。

しかも，それだけではない。期間損益は「資本金勘定」に振替えられる。

Gamersfelderは表現する。「このように締切られたなら，損益（勘定）の両面

を合計しなさい。損失が見出されるなら，右手の側に記録して，資本金（勘定）

の左手の側に振替えなさい。これに対して，利益が見出されるなら，左手の側

に記録して，資本金（勘定），帳面の右手の側に振替えなさい。それから，ど

れくらい保有するか，資本金を計算。売残商品が振替えられた帳面と同様の，

『帳簿を締切るために』と記録する帳面の右手の側に振替えなさい」72）と。

そこで，Gamersfelderは表現する。たとえば，「期間利益」が計算されると，

損益勘定（丁数６）の借方に記録するのは，「損益は借方（損益は支払うべ

し＝私に借りている）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「同月同日。貸方 資本金。私の商業によって，現在，私は利益（純利益）を得

ていることを確認（Dito.  An Capital / befinde ich / das ich mit meinem han-

del die zeit her gewonnen habe）」76），

資本金勘定（丁数２）の貸方の面に記録するのは，「資本金は貸方（資本金は

持つべし＝私に貸している）」は冒頭に記録されるので，これを省略して，

「１２月３０日。借方 損益。私は当期に利益を得ている（Adi３０Decembris.  Für

Gewin vnd Verlust / das ich die zeit vber gewonnen hab）」31）と。

もちろん，振替えられると，損益勘定（丁数６）では，借方の面と貸方の面

の合計が判明しないので，両面の「合計」を記録して，借方の面と貸方の面を

均衡して締切られる。

しかし，これまた，Gamersfelderの例示する仕訳帳には記録されることが

ない。したがって，仕訳帳から元帳に転記されることはない。損益勘定から資

本金勘定に直接に振替えられる。
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そこで，Gamersfelderの例示する「損益勘定」（丁数６）を簡略化して表示

することにする。図２７を参照。

図２７

損益勘定 丁数６

損益は借方 損益は貸方

日付 貸方 元丁
４/６ 現金（手数料） fl２４.１５gr. １
４/２６ 債権者（利息） fl３０. ４
５/１９ 債権者（手数料）

fl１４.gr２２.９d. ３
５/２４ 現金（利息） fl１６. １
６/１６ 現金（利息） fl９. １
８/１７ 冒険貸借 fl１６.gr１５. １３
８/１９ 冒険貸借 fl２８２.gr１０. １３
８/１９ 債権者（手数料）

fl６５.gr１９.d９. １２
１１/２ 債権者（利息） fl１５. １７
１２/３０ 小麦（売買損） fl４７.gr２４. １１

手形（交換損） fl９.gr１４. １６
諸掛り経費 fl３９９.gr６.d３. １８
資本金（振替） fl１６６４.gr２１.d１５. ２

fl２５９４.gr２８.

日付 借方 元丁
４/６ 現金（手数料） fl４０. １
４/１９ 債務者（利息） fl１４.gr４. ３
５/１９ 債務者（利息） fl１５.gr２５. ４
５/２４ 現金（利息） fl６.gr１５. １
６/４ 債務者（利息） fl１５. ３
６/２９ 手形（交換益） fl３９.gr１８. １１
８/１７ 冒険貸借 fl２２. １３
８/３０ 冒険売買 fl１８０. １４
９/３０ 債務者（手数料）fl１９７.gr５. １２
１１/２ ライ麦（売買益） fl２１３.gr１０.d９. ２
１１/８ 債務者（利息） gr８. １８
１１/２９ 債務者（手数料）fl１８３.gr２５.d９. １２
１２/２９ 債務者（委託販売益）

fl３０２.gr２２.d９. １０
１２/３０ 毛織物（売買益）fl４１５.gr４.d１. ２

食塩（売買益） fl２７４.gr５. ３
鯡（売買益） fl８５.gr１５. ５
琥珀（売買益） fl８７.gr１５. ８
胡椒（売買益） fl１５５.gr７.d５. ９
瀝青（売買益） fl７２. ９
受取家賃 fl６２. １０
木灰（売買益） fl４０. １１
冒険貸借 fl３.gr２０. １３
冒険売買 fl１０４.gr２４.d１７.１４
丸太（売買益） fl５２. １６
ライ麦（売買益） fl４.gr２１.d４. １７

fl２５９４.gr２８.
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ところが，冒険貸借にしても，冒険売買にしても，企業の決算前に，都度，

直接に損益勘定に記録されるか，企業の決算時に損益勘定に振替えられるか，

首尾一貫していない。そのためか，これを批判して，Penndorfは表現する。

「利益（収益）項目，損失（費用）項目の処理手続きについて，Gamersfelder

は首尾一貫していない。彼は，ある時は，ある項目について，これが完了すると

同時に締切って，利益（収益）または損失（費用）を損益（勘定）に振替えて

いる。また，ある時は，営業経過が終了して初めて損益を決定している」87）と。

そこで，特殊な金銭貸借である先駆的な損害保険としての冒険貸借について

である。既述のように，取引番号８０，８３と８６では，「冒険貸借益」，取引番号７９，

８４と８７では，「冒険貸借損」が発生して，完了日は８月１７日。取引番号８２と８８

では，「冒険貸借損」が発生して，完了日は８月１９日。いずれも，冒険貸借の

「完了日」に直接に損益勘定に記録される。これに対して，取引番号１１９と１３０で

は，「冒険貸借損」，取引番号１２２と１２９では，「冒険貸借益」が発生して，完了日

は１１月１２日であるが，冒険貸借の完了日に直接に損益勘定に振替えられること

はない。冒険貸借勘定（丁数１３）に収録されたままで，「決算日」，企業の決算

時に締切られると，「冒険貸借損」を計算して，損益勘定に振替えられるので

ある。図１９を参照。

さらに，特殊な商品売買である運と不運を賭しての冒険売買についても同様。

既述のように，取引番号９１と９４では，「冒険売買益」が発生して，完了日は８月

３０日。冒険売買の「完了日」に直接に損益勘定に振替えられる。これに対して，

取引番号９０と９７では，「冒険売買損」，取引番号９２と９５，取引番号９３と９６では，

「冒険売買益」が発生して，完了日は８月３０日であるが，冒険売買の完了日に

直接に損益勘定に振替えられることはない。冒険売買勘定（丁数１４）に収録さ

れたままで，「決算日」，企業の決算時に締切られると，「冒険売買益」を計算

して，損益勘定に振替えられるのである。図２０を参照。

しかし，首尾一貫していないのが，なぜかについては，Gamersfelder自身，

全く解説してはいないので，想像するしかない。本来は，冒険貸借にしても，

――――――――――――
87）Penndorf, Baldin; a. a. O., S.１４６.   括弧内は筆者。
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冒険売買にしても，１回かぎりで完了してしまう取引事象であったにちがいな

い。１本の冒険貸借勘定，１本の冒険売買勘定に記録されるのなら，取引事象

が完了すると，都度，「口別損益」を計算するしかない。したがって，「口別損

益計算」（Erfolgsrechnung an die Partien）の域に留まるかぎりでは，冒険貸

借について，口別損益である「冒険貸借益」または「冒険貸借損」を計算して，

冒険貸借の「完了日」，企業の決算前に，都度，直接に損益勘定に記録された

にちがいない。さらに，冒険売買についても同様。口別損益である「冒険売買

益」または「冒険売買損」を計算して，冒険売買の「完了日」，企業の決算前

に，都度，直接に損益勘定に記録されたにちがいない。

これに対して，反復して繰返される取引事象にもなると，そうではない。都

度，口別損益を計算するのでは，煩雑である。１本の冒険貸借勘定，１本の冒

険売買勘定に記録されるので，企業の決算時までに，期間的に発生したという

ことで，口別損益の「期間的損益」を計算することになる。したがって，「期

間損益計算」（Periodenerfolgsrechnung）に移行すると，冒険貸借勘定（丁数

１３）は，「決算日」，企業の決算時に締切られて，期間的損益である「冒険貸借

益」または「冒険貸借損」を計算して，損益勘定に振替えられたにちがいない。

さらに，冒険売買についても同様。冒険売買勘定（丁数１４）は，「決算日」，企

業の決算時に締切られて，期間的損益である「冒険売買益」または「冒険売買

損」を計算して，損益勘定に振替えられたにちがいない。

したがって，冒険貸借にしても，冒険売買にしても，「口別損益計算と期間

損益計算との併存」88）に起因する混乱から，首尾一貫していないのではなかろ

うか。既述のように，商品が完売されるなら，Ｘ商品，Ｙ商品に区別する商品

勘定は「口別損益」である商品売買益または商品売買損を計算して締切られる

が，商品売買益または商品売買損が振替えられたのは，「決算日」，企業の決算

時であったことを想起してもらいたい。「完売日」ではないのである。企業の

決算前に，都度，締切られることはないのである。したがって，「期間損益計

算」に整合されるとしたら，冒険貸借にしても，冒険売買にしても，「決算日」，

――――――――――――
88）白井佐敏著；前掲書，１２２頁。
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企業の決算時に損益勘定に振替えられるべきであったのかもしれない。

ところで，損益勘定に「期間損益」である純利益または純損失を計算して，

資本金勘定に振替えられると，資本金勘定は締切られる。Gamersfelderは表

現する。「資本金残高」を計算して，資本金勘定（丁数２）の借方の面に記録

するのは，「資本金は借方（資本金は支払うべし＝私に借りている）（Capital

oder Hauptgut mein Christoff Vnuerdorbens sol）」は冒頭に記録されるので，

これを省略して，

「１２月３０日。貸方 これ自体。この帳簿を締切るために，ここから振替（Adi３０

Dezembris.  An sich selber hinfür getragen zubeschliessen dis Buch）」30），

残高勘定（丁数１９）の貸方の面に記録するのは，「この帳簿を締切るために，

貸方（残高は持つべし＝私に貸している）」は冒頭の欄に記録されるので，こ

れを省略して，

「同月同日。借方 資本金（Dito.  Für Capital）」73）と。

もちろん，振替えられると，資本金勘定（丁数２）でも，借方の面と貸方の

面の合計が判明しないので，両面に「合計」を記録して，借方の面と貸方の面

を均衡して締切られる。

しかし，これまた，Gamersfelderの例示する仕訳帳には記録されることが

ない。したがって，仕訳帳から元帳に転記されることはない。資本金勘定から

残高勘定に直接に振替えられる。

そこで，残高勘定についてである。Gamersfelderは表現する。「最後に，『帳

簿を締切るために』と記録する帳面の両面を合計しなさい。両面の合計，した

がって，彼が支払うべき（＝私に借りている）自己の『借方（債務者）』の合

計が，彼が持つべき（＝私に貸している）自己の『貸方（債権者）』の合計に

等しくならねばならない。しかし，間違っているとしたら，両面の合計が等し

くなることはない。帳簿が間違っている証拠なのである。探索して，再び帳簿

は最初から見直されねばならないので，少なからず苦労と困難をもたらすであ

ろう。だからこそ，取引を記録するには，慎重，かつ勤勉でなければならない。

そうでないなら，思いも寄らない苦労に直面することになるであろう」72）と。

したがって，振替えられると，残高勘定（丁数１９）では，借方の面と貸方の
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面の合計が判明しないので，借方の面と貸方の面に「合計」を記録して，借方

の面と貸方の面を均衡して締切られる。Schweickerによって出版される印刷

本のようには，残高勘定が強引に締切られることはない12）。まさにスムースに

締切られるのである。

本来，帳簿の見開きの両面の左右対照に，日々の取引事象の金額，同額が記

録して転記されるので，常時，帳簿の見開きの左側，借方の面に記録される合

計と右側，貸方の面に記録される合計が一致する「貸借平均原理」が保証され

るはずである。貸借平均原理が保証されるかぎりでは，残高勘定に振替えられ

て，借方の面と貸方の面の合計は一致するはずである。「間違っているとした

ら，両面の合計が等しくなることはない。帳簿が間違っている証拠なのである」。

したがって，借方の面と貸方の面が一致しないとしたら，帳簿記録ばかりか，

「帳簿締切」に過誤があるものと判断しなければならない。

もちろん，帳簿記録の過誤，帳簿締切の過誤は「探索して，再び帳簿は最初

から見直されねばならない」。Pacioloによって出版される印刷本に解説される

ように，帳簿の更新時には，「帳簿の突合」によって，探索して訂正されねば

ならない89）。しかし，Schweickerにしても，Gamersfelderにしても，全く解

説してはいない。想像するに，まずは，仕訳帳の左端の行，元丁欄には，転記

される元帳の丁数，二つの「元丁」が，中間に仕切線を引いて，上下に記録さ

れるのは，仕訳帳と，二重記録によって転記される元帳の勘定を照合しうるよ

うにするためである。さらに，元帳の摘要欄の片隅，右端には，この相手勘定

が転記される元帳の丁数，「元丁」が記録されるのは，二重記録によって転記

される元帳の勘定と勘定を照合しうるようにするためである。したがって，帳

簿の突合について，全く解説していないのは，実に不可解ではある。しかし，

照合して探索されないまでも，残高勘定では，借方の面と貸方の面を均衡して
――――――――――――
89）Cf., Pacioli, Luca; op. cit., Cap.３２.

Vgl., Penndorf, Balduin; Luca Pacioli Abhandlung über die Buchhaltung１４９４,

Stuttgart１９３３, S.１４２.

参照，片岡義雄著；『パチョーリ「簿記論」の研究』，森山書店１９５６年，２３６/２３７頁。
参照，拙稿；「イタリア簿記の原型」，『商学論集』（西南学院大学），５１巻３・４号，２００５
年２月，１６頁以降。
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締切られるので，帳簿記録ばかりか，「帳簿締切」に過誤のないことは検証さ

れるにちがいない。

そこで，Gamersfelderの例示する「残高勘定」（丁数１９）を簡略化して表示

することにする。図２８を参照。

図２８

しかし，これでは，帳簿記録ばかりか，「帳簿締切」に過誤のないことが検

証されたにすぎない。帳簿全体が更新されるには，新しい帳簿に振替えられて，

翌期に繰越されねばならない。

残高勘定 丁数１９

この帳簿を締切るために，借方 この帳簿を締切るために，貸方

日付 貸方 元丁
１２/３１ 毛織物 fl６１４.gr１０.d９. ２

食塩 fl２４３.gr２２.d９. ３
蜜蝋 fl７５０.gr２２.d９. ５
琥珀 fl２７５. ８
胡椒 fl４８４.gr１２.d１１. ９
瀝青 fl６６. ９
家屋 fl１６４０. ９
小麦 fl６０１.gr７.d９. １１
木灰 fl４６８.gr１５. １１
銀器 fl２３９.gr１.d１５. １３
毛皮 fl１８０. １４
小麦粉 fl２３１. １６
ライ麦 fl４７０.gr９.d４. １７
亜麻布 fl１６７.gr１２. １８
銅板 fl７５８.gr１５. １８
毛皮 fl６８０. １８
債務者 fl３５５２.gr２０.d１４. １８
現金 fl５９９.gr２８.d１３. １７

fl１２０２２.gr２８.d３.

日付 借方 元丁
１２/３１ 資本金 fl７９１７.gr１９.d６. ２

債権者 fl４１０５.gr８.d１５. １８

fl１２０２２.gr２８.d３.
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それでは，「残高勘定」を経由して，どのように翌期に繰越されるであろ

うか。「新しい帳簿は，どのように開始するか」（Wie ein new Buch anzufa-

hen）と標記して，Gamersfelderは表現する。「最初の帳簿が十字架の標識

を付されると同様に，新しい帳簿，これに関係する帳簿はすべてアルファベ

ットのＡの標識，３番目の帳簿はＢの標識，４番目の帳簿はＣの標識を付さ

れる。

丁数１９（残高勘定）に記録する現金を新しい帳簿，Ａの標識を付される帳簿

に振替えるには，最初の帳面，左手の側に，

『現金は借方（現金は支払うべし＝私に借りている）。４月１日。貸方 これ自

体。十字架の標識を付される帳簿から新しい計算に振替（Cassa barschafft

sol. Adi１Aprilis.  An sich selber herfür getragen aus dem Buch auff ein

newe rechnung）。現金を保有。fl５９９. gr２８. ß１３.』と記録して，この金額が

繰越される。

さらに，資本金を振替えるには，

『資本金は貸方（資本金は持つべし＝私に貸している）。４月１日。借方 これ

自体。十字架の標識を付される帳簿から新しい計算に振替（Capital oder

Hauptgut sol haben.  Adi１Aprilis.  Für sich selber auff eine newe rech-

nung aus dem Buch herfür getragen）。同月同日に，これを保有』と記録し

て，金額のfl７９１７. gr１９. d６.は丁数１９（残高勘定）から新しい帳簿の右手の側に

繰越される。

売残商品を振替えるには，

『ルンド産の毛織物は借方（毛織物は支払うべし＝私に借りている）。４月１日。

貸方 これ自体。新しい計算に振替（Lundisch tuch sol.  Adi１Aprilis.  An

sich selber herfür getragen auff newe rechnung）。赤色２梱，褐色１梱と黒

色１梱の４梱。取得原価はfl６１４. gr１０. d９.』と記録される。

債務者（債権）を新しい帳簿に振替えるには，

『債務者Ｌは借方（彼は支払うべし＝私に借りている）。４月１日。貸方 これ

自体。十字架を付される帳簿から振替（Lucas Strobel bürger in Marienburg

sol.  Adi１Aprilis.  An sich selber herfür getragen aus dem Buch ）。金額
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はfl２６２. gr１５.。支払期日は復活祭』，

これに対して，債権者（債務）を振替えるには，

『債権者Ｃは貸方（彼は持つべし＝私に貸している）。４月１日。借方 これ自

体。十字架の標識を付される帳簿から振替（Christoff Scönawer sol haben.

Adi１Aprilis.  Für sich selber herfür getragen aus dem Buch ）。金額はfl

２６５.。支払期日はドミニコ祭』と記録される。いずれにしても，どの帳面か

ら振替えられたかについて記録される。そうすることよって，売残商品，債

務者（債権）と債権者（債務）が新しい帳面に振替えられる。債務者（債権）

と債権者（債務）は，最初の帳簿で記録したように，別々に新しい帳簿，

個々に（人名）勘定に振替える」90）と。

したがって，翌期に繰越されるには，更新される，新しい帳簿に，「どの帳

面から振替えられたかについて記録される」が，「丁数１９（残高勘定）から新

しい帳簿」「に繰越される」。「締切残高勘定」と「開始残高勘定」という表現

は見出されないが，帳簿全体が更新されて，企業の決算時に，締切残高勘定

に振替えられるのに対して，翌期には，開始残高勘定から振替えられて，新し

い帳簿に繰越される。まさに残高勘定を経由して，翌期に繰越されるのである。

そこで，Ａの標識を付される帳簿，新しい現金勘定（丁数１），資本金勘定

（丁数１），Ｘ商品とＹ商品に区別する商品勘定（丁数１）には，この相手勘定

として，残高勘定（丁数１９）が明記されるので，この残高勘定を経由して，翌

期に繰越されるはずである。しかし，企業の決算時に，更新される勘定から残

高勘定（丁数１９）に振替えられるのに対して，Gamersfelder自身，更新される，

新しい帳簿について，実際に例示するかぎりでは，残高勘定から新しい現金

勘定（丁数１），資本金勘定（丁数１），商品勘定（丁数１）に振替えられるこ

とはない91）。相手勘定として，「丁数１９」が記録されるだけである。したがっ
――――――――――――
90）Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.２０L（Hauptbuch）.   二重括弧および括弧内は筆
者。
なお，丁数が打たれてないので，筆者が便宜的に，「元帳」の末丁の裏側から打った丁
数，２０Blattの左側の面Linkeと表現する。

91）Vgl., Gamersfelder, Sebastian; a. a. O., Bl.１/２（Hauptbuch）.
なお，Ａの標識を付される帳簿，「元帳」に打たれた丁数を使用して，１Blattの両側の
面，２Blattの両側の面と表現する。
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て，翌期に残高勘定から振替えられること自体は省略されると想像するしか

ない。

これに対して，Ａの標識を付される帳簿，新しい債権勘定である債務者Ｌ勘

定（丁数１），新しい債務勘定である債権者Ｃ勘定（丁数２）には，この相手

勘定として，残高勘定ではなく，債権・債務の総括勘定（丁数１８）が明記され

るので，この債権・債務の総括勘定を経由して，翌期に繰越されるようである。

しかし，企業の決算時に，債権・債務の総括勘定から残高勘定（丁数１９）に振

替えられるのに対して，Gamersfelder自身，更新される，新しい帳簿につい

て，実際に例示するかぎりでは，残高勘定から債権・債務の総括勘定に振替え

られることはない。債権・債務の総括勘定から新しい債権勘定である債務者Ｌ

勘定（丁数１），新しい債務勘定である債権者Ｃ勘定（丁数２）に振替えられ

ることもない91）。相手勘定として，「丁数１８」が記録されるだけである。しかし，

翌期に振替えられるとしたら，逆順に，「債権合計」と「債務合計」は残高勘

定から債権・債務の総括勘定に振替えられて，「債権残高」と「債務残高」は

新しい債権勘定である債務者Ｌ勘定（丁数１），新しい債務勘定である債権者

Ｃ勘定（丁数２）に振替えられねばならないはずである。したがって，翌期

に残高勘定から振替えられること自体は省略されると想像するしかない。図２９

を参照。
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図２９

残高勘定 丁数１９ 

債務者Ａ勘定 丁数１ 債権者Ｃ勘定 丁数２ 

債務者Ｂ勘定 債権者Ｄ勘定 

残　高 

債権・債務の総括勘定 丁数１８ 

残　高 

債権者Ｃ 

債務者Ａ 

債務者Ｂ 
債権者Ｄ 

＝ 

債権・債務 
の総括 

債権・債務 
の総括 

債権・債務 
の総括 

債権・債務 
の総括 

債権・債務 
の総括 

債権・債務 
の総括 
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しかし，このように省略されるのが，なぜかについては，Gamersfelder自

身，これまた，全く解説してはいない。想像するに，「開始残高勘定」は，締

切残高勘定とは逆順に振替えられるということで，したがって，左右対称，全

く左右反対の残高勘定が開設されるだけでしかないので，振替えられること自

体が省略されるのではなかろうか。しかし，開始残高勘定では，締切残高勘定

とは左右対称，全く左右反対に借方の面と貸方の面に「合計」を記録して，こ

れまた，借方の面と貸方の面を均衡して締切られることによって，「帳簿繰越」

に過誤のないことが検証されるのである。締切残高勘定が締切られて，借方の

面と貸方の面が均等になることによって，更新される帳簿が間違いなく締切ら

れたことは検証されるはずである。これに対して，開始残高勘定が締切られて，

借方の面と貸方の面が均等になることによって，新しい帳簿に間違いなく繰越

されたことは検証されるはずである。したがって，残高勘定は，企業の決算時

に「検証機能」を果たすのに対して，新しい帳簿に振替えられて，翌期に繰越

されると，まさに「繰越機能」を果たすにちがいない。そうであるとしたら，

「繰越機能」を完全に果たすには，残高勘定から振替えられること自体が省略

されてならないのではなかろうか。

したがって，翌期の開始時には，企業の開始時に財産目録から仕訳帳に移記

して，元帳に転記されるのに対して，「残高勘定」から「元帳」に振替えられ

ることになる。しかし，Gamersfelderの例示する仕訳帳には記録されること

がない。したがって，仕訳帳から元帳に転記されることはない。新しい現金勘

定，資本金勘定，商品勘定，債権勘定および債務勘定に直接に振替えられる。

さらに，翌期の開始後には，Gamersfelder自身，表現するように，「それか

らは，何を取引きしたか，新たに開設された『日記帳』に記録して，日記帳か

ら『仕訳帳』に移記，項目ごとに仕訳帳から『元帳』に転記する」66）のである。

最後に，帳簿締切について，あえて憶測するとして，簡単に例示するなら，

「元帳」は，むしろ，以下のように，振替，締切られるのではなかろうか。図３０

および図３１を参照。
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図３０

借方　　現金勘定　　貸方 

（２）Ｘ商品200

（６）残　高230

（１）資本金200

（４）Ｘ商品230

（２）現　金200

（６）損　益　30

借方　　Ｘ商品勘定　　貸方 

（４）現　金230

（６）現　金230

借方　残高勘定（締切残高勘定）　貸方 

（６）債　務　80

（６）債　権　40 （６）資本金240

（６）Ｙ商品　50

＝ 

＝ 

借方　　債権勘定　　貸方 

（６）残　高　40（５）Ｙ商品　40

＝ 

借方　　債務勘定　　貸方 

（３）Ｙ商品　80（６）残　高　80

＝ 

＝ 

（３）債　務　80

（６）損　益　10

借方　　Ｙ商品勘定　　貸方 

（５）債　権　40

＝ 

（６）残　高240

借方　　資本金勘定　　貸方 

（１）現　金200

（６）損　益　40

（６）残　高　50

資本金　40

借方　　　損益勘定　　　貸方 

（６）Ｘ商品　30

＝ 

（６）Ｙ商品　10

＝ 

簿記の検証 
（帳簿締切の検証） 

　　事例：１期 
（１）現金２００を元入れて，企業を開始。 
（２）Ｘ商品を仕入れて，現金２００を支払う。 
（３）Ｙ商品を仕入れて，支払い８０は掛けとする。 
（４）Ｘ商品（原価２００）を売上げて，現金２３０を受取る。 
（５）Ｙ商品（原価３０）を売上げて，受取り４０は掛けとする。 
（６）本日，企業を決算（期間損益を計算）。 
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図３１

借方　　現金勘定　　貸方 

（１０）債　務　80

（１１）資本金220

（７）残　高230

（９）債　権　70

（７）債　務　80

借方　残高勘定（開始残高勘定）　貸方 

（７）現　金230

（７）Ｙ商品　50

（７）資本金240 （７）債　権　40

＝ 

＝ 

借方　　債権勘定　　貸方 

（９）現　金　70（７）残　高　40

（８）Ｙ商品　30

＝ 

借方　　債務勘定　　貸方 

（７）残　高　80（１０）現　金　80

＝ 

借方　　損益勘定　　貸方 

（１１）資本金　20（１１）Ｙ商品　20

＝ 

（７）残　高　50

借方　　Ｙ商品勘定　　貸方 

（８）債　務　30

（１１）損　益　20

＝ 

簿記の検証 
（帳簿繰越の検証） 

（１１）損　益　20

借方　　資本金勘定　　貸方 

（７）残　高240

（１１）現　金220

＝ 

簿記の検証 
（帳簿締切の検証） 

　　事例：２期 
（７）現金２３０，債権４０と債務８０，Ｙ商品５０を繰越して，企業を継続。 
（８）Ｙ商品（原価５０）を売上げて，受取り３０は掛けとする。 
（９）債権の返済として，現金７０を受取る。 
（１０）債務の返済として，現金８０を支払う。 
（１１）本日，企業を解散（期間損益を計算）。 

省　略 
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なお，Gamersfelderの例示する「元帳」，丁数１８の「債権・債務の総括勘定」，

丁数１９の「残高勘定」，丁数１の「更新される，新しい帳簿」を原文と共に表

示することにする。図３２，図３３および図３４を参照。

元帳　債権・債務の総括勘定

　
債務者は借方。１２
月３０日。貸方　こ
れ自体。この帳簿
を締切るために，
彼が負うているも
のを総括して，各
人をここに振替。
同月同日。貸方   
Lucas  Strobe l。
元丁４ fl２６２.gr１５.
同月同日。貸方   
E r h a r t  L u n g。
元丁５ fl６００.
同月同日。貸方   
Bartholomeus Meyer。 
元丁５ fl３６２.gr１５.
同月同日。貸方   
Steffan Schmidt。
元丁８ fl３３０.
同月同日。貸方    
Caspar Bamberger。
元丁８ fl１０.
同月同日。貸方   
Mathias Goldmeyer。
元丁８ 

fl２０８.gr７.d９.
同月同日。貸方    
Joseph Lemerts。
元丁９ fl１２０.
同月同日。貸方   
Rudolff Strauß。
元丁１０ fl３１.
同月同日。貸方  
Hans Summermarckt。

　
債権者は貸方。１２
月３０日。借方　こ
れ自体。この帳簿
を締切るために，
私が負うているも
のを総括して，各
人をここに振替。
同月同日。借方   
Christoff Schönawer。
元丁３ fl２６５.
同月同日。借方   
Heinrich  Sommer。
元丁４
 fl３７９.gr７.d９.
同月同日。借方   
Anthonius Lerch。
元丁４ fl２４４.
同月同日。借方    
Simon  Rewaldt。
元丁５ fl６８４.
同月同日。借方
Georg  Brenner。
元丁６ fl５００.
同月同日。借方   
Fabian Kößner。
元丁６ fl１０００.
同月同日。借方   
Andreas Kleinwaldt。
元丁１１
 fl４８９.gr１５.
同月同日。借方   
H a n s  H o f e r。
元丁１７
 fl５２８.gr１６.d６.

丁数１８ 
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fl３５５２

fl４１０５ 

元丁１０ 
fl３７６.gr６.d１.

同月同日。貸方　手
形。 
元丁１１ fl３６９.gr１８.
同月同日。貸方  
Franciscus Banawer。
元丁１２ fl１２５.d９.
同月同日。貸方   
Reinhold Fincken。
元丁１４ 

fl３５.gr１８.d１３.
同月同日。貸方   
Daniel  Wolgast。
元丁１６ fl１３４０.
同月同日。貸方    
Hieronimus Segel。
元丁１７ fl１０２.
同月同日。貸方    
Simon  Brewer。
元丁１７ fl２０８.
同月同日。貸方   
M a r t i n  K l e i n。
元丁１８ fl７２.

合計

債権者は借方。１２
月３０日。貸方　こ
れ自体。この帳簿
を締切るために，
合計をここから振替。 
 元丁１９ 

gr２０

gr ８ 

d１４

d１５ 

fl４１０５

fl３５５２ 

同月同日。借方  
Stentzel Dominick。
元丁１７ fl１５.

合計

債務者は貸方。１２
月３０日。借方　こ
れ自体。この帳簿
を締切るために，
合計をここから振替。
 元丁１９ 

gr ８

gr２０ 

d１５

d１４ 
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図３２
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元帳　残高勘定

　 神に感謝　１５６９年
ダンツィヒ

この帳簿を締切る
ために，借方。１２
月３０日。貸方　こ
れ自体。商品，土
地，債権および現
金のように，本日，
私が保有するもの
をここに振替。以
下のとおり。
同月同日。貸方　ル
ンド産の毛織物。
４梱。
元丁２
 fl６１４.gr１０.d９.
同月同日。貸方　ヴ
ロヴァスト産の食塩。
１５ラスト。
元丁３
 fl２４３.gr２２.d９.
同月同日。貸方　蜜
蝋。１７梱１７１─２ポンド。
元丁５
 fl７５０.gr２２.d９.
同月同日。貸方　琥
珀。１００ポンド。
元丁８ fl２７５.
同月同日。貸方　ア
ントワープ積の胡椒。
７８５ポンド。
元丁９
 fl４８４.gr１２.d１１.
同月同日。貸方　瀝
青。４ラスト。
元丁９ fl６６.
同月同日。貸方　家
屋。
元丁９ fl１６４０.
同月同日。貸方　小
麦。１８１─２ラスト。
元丁１１
 fl６０１.gr７.d９.

　

fl１２０２２ 

 
 
この帳簿を締切る
ために，貸方。１２
月３０日。借方　こ
れ自体。本日，私
が保有する資本金，
さらに，私が支払
いを負う債務をこ
こに振替。以下の
とおり。
同月同日。借方　資
本金。
丁数２
 fl７９１７.gr１９.d６.
同月同日。借方　債
権者。
丁数１８
 fl４１０５.gr８.d１５.

合計 gr２８ d ３ 

丁数１９ 



―89 ―ドイツにおけるイタリア簿記の再生（Ⅲ）

fl１２０２２ 

同月同日。貸方　木
灰。３８ラスト。
元丁１１

fl４６８.gr１５.
同月同日。貸方　銀
器。２８マルク１２ロ
ート。
元丁１３
 fl２３９.gr１.d１５.
同月同日。貸方　貂
の毛皮。３枚。
元丁１４ fl１８０.
同月同日。貸方　グ
ルーデンツ産の小
麦粉。１２ラスト。
元丁１６ fl２３１.
同月同日。貸方　ラ
イ麦。１２１─４ラスト。
元丁１７
 fl４７０.gr９.d４.
同月同日。貸方　亜
麻布。４２梱。
元丁１８
 fl１６７.gr１２.
同月同日。貸方　銅
板。７４枚。
元丁１８
 fl７５８.gr１５.
同月同日。貸方　黒
貂の毛皮。４枚。
元丁１８ fl６８０.
同月同日。貸方　債
務者。
元丁１８
 fl３５５２.gr２０.d１４.
同月同日。貸方　現
金。
元丁１７
 fl５９９.gr２８.d１３.

合計 gr２８ d ３ 

神を賛美して，永
遠に栄光を。アー
メン。
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図３３
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元帳　更新される，新しい帳簿

　

fl ５９９

fl ６１４

fl ２４３

神に感謝　１５７０年
ダンツィヒ

現金は借方。４月
１日。貸方　これ自
体。十字架帳簿か
らここに振替。
 元丁１９

ルンド産の毛織物
は借方。４月１日。
貸方　これ自体。十
字架帳簿からここ
に振替。赤色２梱，
褐色１梱と黒色１
梱の４梱。 元丁１９

食塩は借方。４月
１日。貸方　これ
自体。十字架帳簿
からここに振替。
ヴロヴァスト産の
食塩，１５ラスト，
単価fl１６１─４.。
 元丁１９

gr２８

gr１０

gr２２

d１３

d ９

d ９

　

fl７９１７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資本金は貸方。４
月１日。借方　これ
自体。十字架帳簿
からここに振替。 
 元丁１９ 
 
 
 
 

gr１９ d ６ 

丁数１ 
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fl ７５０

fl ２６２ 

蜜蝋は借方。４月
１日。貸方　これ自
体。十字架帳簿か
らここに振替。１７
梱１７１─２ロート。 
単価８４me  klein。
 元丁１９

マリエンブルクの
市民　Lucas Strobel
は借方。４月１日。
貸方　これ自体。十
字架帳簿からここ
に振替。fl２６２.gr１５.。
支払期日は復活祭。
 元丁１８ 

gr２２

gr１５ 

d ９

d ─ 
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図３４
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このように，１５７０年にGamersfelderによって出版される印刷本『イタリアの

技法に拠る二様の帳簿での簿記』を解明して，筆者なりの卑見を披瀝したとこ

ろで，複式簿記としては，ドイツに再生されることによって，イタリア簿記は，

はたして展開されたか，展開されたのはどこかについても解明される。

まずは，帳簿記録については，「三様の規則」が列挙される。どのように

日々の取引事象を「借方（債務者）」と「貸方（債権者）」に分解して記録する

か，二重記録するための三様の規則に整理されるのである。しかも，以後，ド

イツに出版される印刷本には踏襲されることになる。「借方（債務者）」として

は，何が記録されるか，「貸方（債権者）」としては，何が記録されるか，ただ

解説されるだけで，まさに暗記するだけの「規則」でしかないのだが，三様の

規則に整理されることによって，スムースに記録されるかもしれない。

しかも，帳簿の見開きの左側，借方の面に記録されると同様に，仕訳帳に記

録される。Penndorfによると，「Gamersfelderは，たとえば，『現金は借方

（sol）。‖貸方（An）資本金』という（ドイツで）『今日の様式』を採用した。

Pacioloによって表示される様式，『借方（債務者）』に前置詞（Per）を冠する

様式は，ドイツには適用されなかった」92）と表現する。帳簿の見開きの左側，

借方の面に記録されると同様に，「借方」を意味する助動詞（sol）（彼は支払う

べし＝私に借りている）を付して，相手勘定については，「貸方」を意味する

前置詞（An）を冠して記録されることによって，スムースに転記されるかもし

れない。

ところが，帳簿の見開きの右側，貸方の面に記録されるのは，仕訳帳に記録

されるとは相違する。「貸方」を意味する助動詞＋動詞（sol haben）（彼は持

――――――――――――
92）Penndorf, Balduin; Geschichte der Buchhaltung in Deutschland, Leipzig１９１３, S.１７５.

括弧内および二重括弧は筆者。
Cf., Pacioli, Luca; op. cit., Cap.１２/１５.

Vgl., Penndorf, Balduin; Luca Pacioli Abhandlung über die Buchhaltung１４９４,

Stuttgart１９３３, S.１０４f./１１０f.

参照，片岡義雄著；前掲書，７８/１０２頁。
参照，拙稿；「イタリア簿記の原型」，『商学論集』（西南学院大学），５１巻２号，２００４年
９月，１３/１７頁。
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つべし＝私に貸している）を付して，相手勘定については，「借方」を意味す

る前置詞（Für）を冠して記録される。このように，「借方」を意味する前置詞

を冠して記録されるのは，Schweickerによって，「借方」を意味する前置詞

（Für）と「貸方」を意味する前置詞（An）を冠して，日々の取引事象が，先

行して記録される前半と後続して記録される後半に分解して，仕訳帳に記録さ

れることが記憶されてのことではなかろうか。想像するに，相手を意味するだ

けの前置詞を冠して記録されるのなら，相手勘定に冠して記録されるのに，

「借方」を意味する前置詞と「貸方」を意味する前置詞が区別して記録される

必要もないはずである。むしろ，Pacioloによって転記されるように，帳簿の

見開きの左側，借方の面にも，右側，貸方の面にも，「相手」（per）を意味す

る前置詞（「借方」を意味する前置詞（Per）ではない）を冠して記録されるほ

うが，スムースに転記されるかもしれない93）。

事実，Pacioloによって世界に現存する最初の印刷本が出版されてから，ま

さに１半世紀，１５９４年にGoessens, Passchierによって出版される印刷本では，

帳簿の見開きの左側，借方の面にも，右側，貸方の面にも，「相手」を意味す

る前置詞（Per）（小文字の前置詞（per）ではない）を冠して記録される94）。

仕訳帳には，「借方」を意味する助動詞（Sol）（小文字の助動詞（sol）ではな

い）を付して，相手勘定については，「相手」を意味する前置詞（Per）（小文

字の前置詞（per）ではない）を冠して記録されてのことである94）。このよう

に，「相手」を意味する前置詞を冠して記録されるのも，相手勘定については，

「貸方」を意味する前置詞を冠して記録されるのも，ドイツで「今日の様式」

――――――――――――
93）Cf., Pacioli, Luca; op. cit., Cap.１５.

Vgl., Penndorf, Balduin; a. a. O., S.１１０f.

参照，本田耕一訳；『パチョリ簿記論』，現代書館１９７５年，１０１頁の注７）。
参照，拙稿；前掲誌，１７頁以降。

94）Vgl., Goessens, Passchier; a. a. O., S.１（Jornal）/Bl.１L/２R（Haubtbuch）.
なお，「仕訳帳」に打たれた頁数を使用して，１Seite，「元帳」に打たれた丁数を使用
して，１Blattの左側の面Linkeと２Blattの右側の面Rechtと表現する。
参照，拙稿；「イタリアにおけるドイツ簿記の発展」，『商学論集』（西南学院大学），５２
巻１号，２００５年６月，１１/２３頁以降，『商学論集』（西南学院大学），５２巻２号，２００５年９
月，６/７頁。
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ではある。そうであるとしたら，帳簿の見開きの左側，借方の面に記録される

と同様に，「借方」を意味する「助動詞」を付して記録される，ドイツで「今

日の様式」だけは，Gamersfelderが採用して，ドイツに適用されたにちがい

ない。

したがって，帳簿記録については，イタリア簿記が，Gamersfelderによっ

て大いに展開されたとするなら，ドイツに出版される印刷本に初めて，二重記

録するための「三様の規則」が列挙されたことはもちろん，帳簿の見開きの左

側，借方の面に記録されると同様に，仕訳帳には，「借方」を意味する「助動

詞」を付して記録されたことにあるのではなかろうか。

しかも，それだけではない。帳簿記録については，イタリア簿記が，

Gamersfelderによって大いに展開されたとするなら，１６世紀に「大航海時代」

の到来によって，交易ルートが変化すると，交易商品が変化するばかりか，交

易形態も変化して，通常の商品売買に加えて，特殊な商品売買，さらに，通常

の金銭貸借に加えて，特殊な金銭貸借が記録されたことにもあるのではなかろ

うか。Gamersfelder自身，具体的に例示して，先物買付と先物販売としての

「先物売買」が記録される。「先物売買勘定」が開設されたのである。さらに，

委託販売としての「アントワープへの航海」が記録される。「航海勘定」が開

設されたのである。それだけではない。航海の運と不運を賭しての「冒険売買」

が記録される。「冒険売買勘定」が開設されたのである。さらに，先駆的な損害

保険としての「冒険貸借」が記録される。「冒険貸借勘定」が開設されたのである。

さらに，帳簿締切については，勘定の余白がなくなって，新しい勘定に振替

えられる場合を除いて，実際に勘定が締切られるのは，企業の「決算時」。商

品が完売されて，Ｘ商品，Ｙ商品に区別する商品が締切られる場合でも，企業

の決算前に，都度，締切られることはない。帳簿全体が更新されるために，新

しい帳簿に振替えられて，翌期に繰越される場合と同様に，企業の決算時に，

実際に勘定が締切られるのである。しかも，これまた，以後，ドイツに出版さ

れる印刷本には踏襲されることになる。１年間の年度決算は採用されないまで

も，反復的な決算，定期的な決算が意識されて，Gamersfelder自身，「帳簿を

締切ることによって，自己のすべての商業，したがって，売残商品，債権と債
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務，現金，それに，どれくらい利益を得たか，どれくらい損失を被ったかを調

査して，認識しようとする」と表現することから想像するに，「期間損益計算」

に移行してのことではなかろうか。

しかし，冒険貸借にしても，冒険売買にしても，「口別損益計算と期間損益

計算の併存」に起因する混乱から，企業の決算前に，都度，直接に損益勘定に

記録されるか，企業の決算時に損益勘定に振替えられるか，首尾一貫していな

い。したがって，完全に移行してはいないかもしれない。もちろん，「期間損

益計算」に整合されるとしたら，企業の決算時に損益勘定に振替えられるべき

であったのかもしれない。企業の決算時に，実際に勘定が締切られることによ

って，「期間損益計算」に完全に移行するにちがいない。

しかも，帳簿全体が更新されるために，企業の決算時に「残高勘定」に振替

えられると，Schweickerによって出版された印刷本のようには，残高勘定が

強引に締切られることはない。まさにスムースに締切られる。この残高勘定で

は，借方の面と貸方の面に「合計」を記録して，借方の面と貸方の面を均衡し

て締切られることによって，帳簿記録ばかりか，「帳簿締切」に過誤のないこ

とが検証されるわけである。翌期には，まさに残高勘定を経由して，新しい帳

簿に振替えられる。したがって，企業の決算時に，更新される帳簿を振替える

ための「締切残高勘定」が開設されるのに対して，企業の決算後には，新しい

帳簿に振替えられるための「開始残高勘定」が開設されねばならない。この残

高勘定では，借方の面と貸方の面に「合計」を記録して，借方の面と貸方の面

を均衡して締切られることによって，「帳簿繰越」に過誤のないことが検証さ

れるわけである。締切残高勘定が締切られて，借方の面と貸方の面が均等にな

ることによって，更新される帳簿は間違いなく締切られたことが検証されるは

ずである。これに対して，開始残高勘定が締切られて，借方の面と貸方の面が

均等になることによって，新しい帳簿に間違いなく繰越されたことが検証され

るはずである。

したがって，帳簿締切については，イタリア簿記が，Gamersfelderによっ

て大いに展開されたとするなら，ドイツに出版される印刷本に初めて，商品が

完売されて，Ｘ商品，Ｙ商品に区別する商品が締切られる場合でも，帳簿全体
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が更新されるために，新しい帳簿に振替えられて，翌期に繰越される場合と同

様に，「決算日」，企業の決算時に，実際に勘定が締切られたことはもちろん，

帳簿全体が更新されるために，「残高勘定」に振替えられると，借方の面と貸

方の面に「合計」を記録して，まさにスムースに借方の面と貸方の面を均衡し

て締切られたことにあるのではなかろうか。

しかし，Gamersfelder自身，更新される，新しい帳簿について，実際に例

示するかぎりでは，「開始残高勘定」が開設されることはない。翌期に残高勘

定から振替えられること自体は省略されると想像するしかない。残高勘定は，

企業の決算時に「検証機能」を果たすのに対して，新しい帳簿に振替えられて，

翌期に繰越されると，まさに「繰越機能」を果たすにちがいない。そうである

としたら，「繰越機能」を完全に果たすには，残高勘定から振替えられること

自体が省略されてはならないであろう。

しかも，それだけではない。帳簿締切については，イタリア簿記が，

Gamersfelderによって大いに展開されたとするなら，小麦勘定の貸方の面に

は「目方不足を発見」と記録して，「棚卸減耗損」が認識されるので，「実地棚卸」

が導入されたことにもあるのではなかろうか。しかし，棚卸減耗損である目方不

足を「評量」して認識されるのは，企業の決算前，「売上日」であって，企業の

決算時ではない。「決算日」に「評価」して記録されただけである。したがって，

期末棚卸ではない。随時棚卸とでもいうべき「期中棚卸」にすぎないのである。

ところで，「帳簿締切」について，筆者には疑問が残る。まずは，（１）「損益

勘定」が資本金勘定から独立して開設されるのは，なぜかという疑問である。

さらに，（２）損益勘定に計算される「期間損益」が最終的に資本金勘定に振替

えられるにしても，企業の「決算時」に振替えられるのは，なぜかという疑問

である。最後に，（３）資本金勘定に計算される「資本金残高」が残高勘定に振

替えられるのは，なぜかという疑問である。自明で不要の疑問かもしれないが，

Gamersfelder自身，全く解説してはいないので，想像するしかない。

まずは，（１）「損益勘定」が資本金勘定から独立して開設されるのは，なぜ

かという疑問である。本来，出資された「資本金」については，「債務の発生」
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として，債権者に埋没する「資本主」として記録されたものである95）。したが

って，「資本主勘定」として，人名勘定に記録されたものである。債務（債権

者）勘定としての「資本主勘定」が開設かぎりでは，利益（収益）は資本主が

享受する権利，したがって，資本主に対しては，最終的に「債務の発生」とし

て，これに対して，損失（費用）は資本主が負担する義務，したがって，資本

主に対しては，最終的に「債務の消滅」として，直接に資本主勘定に振替えら

れることも可能ではある。

しかし，資本金については，Pacioloが，すでに，「現在に保有する『財産の

総体および本体』（monte e corpo de feculta）」96）と表現したことを想起しても

らいたい。もはや，債権者に埋没する「資本主」として記録されることはない。

財産の総体および本体，したがって，利息を生み出す「元金」，利益を生み出

す「元本」として，「資本金」自体は企業にとって固有の意味を持つので97），

「資本金勘定」が開設されるかぎりでは，「損益勘定」が資本金勘定からは独立

して開設される。「資本金」自体が企業にとって固有の意味を持つからこそ，

商品売買益または商品売買損も，これまた，元本に対する「資本の増加」また

は「資本の減少」として，まずは，資本金勘定からは独立して開設される「損

益勘定」に振替えられるにちがいない。したがって，損益勘定に計算される

「期間損益」である純損益または純損失は，元本に対する「資本の増加」また

は「資本の減少」として，最終的に資本金勘定に振替えられるのではなかろうか。

さらに，（２）損益勘定に計算される「期間損益」が最終的に資本金勘定に振

替えられるにしても，企業の「決算時」に振替えられるのは，なぜかという疑
――――――――――――
95）Vgl., Gottlieb, Johann; Ein Teutsch verstandig Buchhalten..., Nürnberg１５３１, Bl.

１４R.

なお，丁数が打たれてないので，筆者が便宜上，表紙の裏側から打った丁数，１４Blattの
右側の面Rechteと表現する。
参照，拙稿；「ドイツ固有の簿記の展開」，『商学論集』（西南学院大学），４８巻３・４号，２００２
年２月，３８/４４頁以降。

96）Pacioli, Luca; op. cit., Cap.１２.   二重括弧は筆者。
Vgl., Penndorf, Balduin; a. a. O, S.１０４.

参照，本田耕一訳；前掲書，８４/８７頁。
参照，拙稿；「イタリア簿記の原型」，『商学論集』（西南学院大学），５１巻２号，２００４年
９月，４３頁以降。

97）参照，泉谷勝美著；『スムマへの径』，森山書店，１９９７年，１６０頁以降。



―102 ― ドイツにおけるイタリア簿記の再生（Ⅲ）

問である。残高勘定によって，「借方合計＝貸方合計」，貸借平均原理が保証さ

れるだけであるなら，期間損益を計算するために，まずは，商品売買益または

商品売買損，さらに，損失（費用）残高および利益（収益）残高は損益勘定に振

替えられるにしても，損益勘定に計算される「期間損益」が資本金勘定に振替え

られるのは，まさに最終的，したがって，企業の解散時であってもかまわないは

ずである。企業の決算時である必要はないのではなかろうか。期間損益は資本金

勘定に振替えられることなく，残高勘定に振替えられてもかまわないはずである。

もちろん，翌期には期間損益が計算しえないからと反駁されるかもしれない。

しかし，残高勘定に振替えられる期間損益が，翌期に新しい損益勘定に振替え

られるのではなく，新しい資本金勘定に振替えられさえするなら，翌期にも期

間損益は計算しうるはずである。たとえば，期間利益が振替えられるにしても，

企業の決算後，翌期に，利益配当が決定されてからでかまわないのではという

ことである。期間損失が振替えられるにしても，企業の決算後，翌期に，追加

出資によって槽補されることもありうるので，損失槽補が決定されてからでか

まわないのではということである。そうではなく，企業の決算時に振替えられ

るということは，資本金勘定に，期末資本，「資本金残高」を計算することによ

って，暗黙理に，企業の決算時に保有する資本を保全しうるためではなかろうか。

最後に，（３）資本金勘定に計算される「資本金残高」が残高勘定に振替えら

れるのは，なぜかという疑問である。本来，企業の解散時に保有する資本を保

全しうるのは，「資本金勘定」によってである98）。企業の解散時に，損益勘定に

計算されるのは，企業の全生命期間に発生する「全体損益」である。したがっ

て，企業の解散時に，損益勘定から振替えられると，資本金勘定に計算される

のは，投下資本±全体損益，したがって，「閉鎖資本」である。「資本変動の原

因」として計算される，企業の解散時の「回収資本」を意味する。これに対し

て，企業の解散時には，債権および債務が完済されてしまい，商品も完売され

てしまうので，現金勘定に「現金残高」だけが計算される。極端には，企業の

解散時に，債務が完済されえないとしたら，債務（債権者）勘定に「債務残高」

――――――――――――
98）参照，拙稿；「簿記の構造・覚え書」，『商学論集』（西南学院大学），４７巻２号，２０００年１０
月，５/１７頁以降。
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だけが計算される。「資本変動の結果」として計算される，企業の解散時の

「回収資本」を意味する。資本金残高が計算されるのに併行して，現金残高，

極端には，債務残高が計算される。

もちろん，企業の解散時までに，追加出資および資本引出，利益配当が記録

されたとしても，また同様である。資本金残高がそれだけ増減するのと同時に，

現金残高，極端には，債務残高がそれだけ増減するにすぎないからである。企

業の解散時には，「現金残高」が資本主ないし出資者に払戻されるので，資本

金勘定に振替えられねばならない。「債権残高」は資本主ないし出資者によっ

て槽補されるしかないので，これまた，資本金勘定に振替えられねばならない。

そこで，「資本金勘定」が締切られることによって，帳簿締切は完結するは

ずである。全体利益が計算される場合に，回収資本＞投下資本，したがって，

資本金勘定に計算されるのは，（１）回収資本（現金残高）＝投下資本＋全体利

益（資本余剰），全体損失が計算される場合には，回収資本＜投下資本，した

がって，資本金勘定に計算されるのは，（２）回収資本（現金残高）＝投下資

本－全体損失（資本不足），極端には，（３）全体損失（資本不足）－投下資本＝

回収資本（債務残高）（債務超過）である。借方の面と貸方の面が均等になる

ことによって，資本金勘定によって確認されるのは，「現金残高＝閉鎖資本」，

極端には，「マイナス閉鎖資本＝債務残高」である98）。図３５を参照。
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ところが，期間損益計算に移行するとなると，企業の決算時に，現金残高だ

けが計算されるにしても，資本金勘定に振替えられるはずはない。利益配当，

資本引出を除いては，現金残高が資本主ないし出資者に払戻されるはずもない

からである。債権および債務が完済されてしまうこともないとしたら，商品も

完売されてしまうことがないとしたら，なおさらである。現金残高，債権残高，

債務残高，売残商品である繰越商品の商品残高は，資本金勘定には振替えられ

るはずもない。したがって，資本金勘定の，まさに擬制勘定として，残高勘定

に振替えられるしかないのである。

本来，残高勘定によって確認されるのは，「借方合計＝貸方合計」である。

そうであるとしたら，貸借平均原理が保証されることによって，企業の開始時，

企業の開始後，さらに，企業の決算時に保有する財産を管理しうるだけでしか

ない。しかし，期間損益計算に移行するとなると，財産を管理しうるのも，企

業の決算時に保有する資本を保全しうるためであるにちがいない。

したがって，企業の決算時に，現金勘定，債権勘定，債務勘定，商品勘定か

ら振替えられると，残高勘定には，現金＋債権＋商品－債務，したがって，

「実在の正味財産」が計算される。「資本変動の結果」として計算される，企業

決算時の「回収資本」を意味する。これに対して，企業の決算時に，損益勘定

から振替えられると，資本金勘定に計算されるのは，投下資本±期間損益，し

たがって，「期末資本」である。「資本変動の原因」として計算される，企業の

決算時の「回収資本」を意味する。しかし，実在の正味財産が計算されるのに

併行して，期末資本，資本金残高が計算されるにしても，これでは，「残高勘

定」と「資本金勘定」は開放されたままで，締切られることはない99）。

そこで，資本金勘定が締切られるために，期末資本，資本金残高は残高勘定

に振替えられねばならない。さらに，「残高勘定」が締切られることによって，

帳簿締切は完結するはずである。期間利益が計算される場合に，回収資本＞投

下資本，したがって，残高勘定に計算されるのは，（１）回収資本（実在の正味

財産）＝投下資本＋期間利益（資本余剰），期間損失が計算される場合には，
――――――――――――
99）参照，拙稿；「ドイツ簿記とイタリア簿記の交渉」，『商学論集』（西南学院大学），５１巻
１号，２００４年７月，５５頁以降。
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回収資本＜投下資本，したがって，残高勘定に計算されるのは，（２）回収資本

（実在の正味財産）＝投下資本－期間損失（資本不足），極端には，（３）期間損

失（資本不足）－投下資本＝回収資本（実在のマイナス正味財産）（債務超過）

である。借方の面と貸方の面が均等になることによって，残高勘定によって確

認されるのは，「正味財産＝期末資本」である99）。図３６を参照。
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したがって，残高勘定に計算される実在の正味財産が意味するのは，「資本

変動の結果」として計算される，企業の決算時の回収資本，これに対して，資

本金勘定に計算される期末資本が意味するのは，「資本変動の原因」として計

算される，企業の決算時の回収資本，双方が一致するということである。残高

勘定によって確認されるのは，「借方合計＝貸方合計」であるのはもちろんで

あるが，「正味財産＝期末資本」であってこそ，企業の決算時に保有する資本

は保全しうるのではなかろうか100）。

本稿は平成１９年度の西南学院大学・特別研究（Ｃ）による成果の一部である。

――――――――――――
100）参照，拙稿；「簿記の歴史・覚え書」，『商学論集』（西南学院大学），４２巻１・２号，１９９５年
１２月，４２頁以降。




